
ポリキュート P-715TN
ポリキュート P-715TNF グレー
バリアコート P-753TF グレー

ポリキュート P-715TN
ポリキュート P-715TNF グレー
バリアコート P-753TF グレー

発泡スチロールに直接積層(FRPライニング)や
直接塗装(バリアコート)を行うことができる
発泡スチロールに直接積層(FRPライニング)や
直接塗装(バリアコート)を行うことができる



各種比較表

使用実績
造形品、浮標などの漁業製品、鋳物のスチロール型などに使用されています。



2025.1

2025.1

Ｐ-７１５ＴＮ (ＦＲＰライニング))

硬化後、ローラーで再塗装

ゲルコートトップを塗布
(PC-815TP NPG708※硬化剤使用)

完成

促進剤を添加攪拌し、その後
硬化剤を添加攪拌、刷毛で表面を塗布
※刷毛で先に塗るとﾋﾟﾝﾎｰﾙができにくい

脱泡ローラーで脱泡作業

Ｐ-７１５ＴＮＦグレー ・ Ｐ-７５３ＴＦグレー 

直ちにスプレー塗装　口径2.5Φ㎜
※希釈：スピリットシンナーで
                           0～15％程度

サンドペーパーで研磨

完成
施工方法の詳細を(約3分程度)
YouTubeにて公開しております
QRコードよりご確認ください

※パテ化：主剤に対して、先に促進剤を添加後、30～40％を目安にタルク添加攪拌し、使用前に硬化剤を添加攪拌します。
※発泡スチロール溶解注意：膜厚が薄い、脱泡不足、ピンホール（巣穴）、器具への洗浄溶剤残留（注意事項②）

アクリルウレタンを塗布

施工方法の詳細を(約3分程度)
YouTubeにて公開しております
QRコードよりご確認ください

促進剤を添加攪拌し、その後
硬化剤を添加攪拌、刷毛・ローラーで
ガラスマットへ含浸

施工例

①

④

③②

①

⑤

⑤④

③②



➀塗膜・ＦＲＰライニングの膜厚が薄い、脱泡不足、ピンホール（巣穴）は、上から溶剤系の塗料・樹脂を
　使用したとき、発泡スチロールが溶ける可能性があります。
※膜厚不足、脱泡不足、ピンホール(巣穴)による、発泡スチロール溶解注意
②希釈する場合は、スピリットシンナーで０～１５％程度希釈してください。また刷毛・ローラー、スプレーガンを
　洗浄する際にアセトンなどを使用したときは、最終洗浄にスピリットシンナーを使用してください。
※器具への洗浄溶剤残留による、発泡スチロール溶解注意
③発泡スチロールの種類・厚み・倍率により強度、変形、溶解、密着不良、二次発泡などの可能性が
　ありますので必ず確認して使用してください。また粉砕品等の加工は対応していません。
※推奨発泡倍率は３０～９０倍
④促進剤と硬化剤は危険ですから同時に混合しないでください。
　必ず促進剤を添加攪拌し、その後硬化剤を添加攪拌してください。
※危険なので同時に混合禁止
⑤Ｐ－７１５ＴＮＦグレー・Ｐ－７５３ＴＦグレーは、バリアコート用なので塗膜の強度しかありません。
※強く押すと塗膜が割れます。
⑥Ｐ－７１５ＴＮはＦＲＰライニング用なので樹脂単体（ガラスマットなし）では使用しないでください。
※樹脂単体では膜厚が付きません。その上から無理に溶剤系塗料を塗布すると発泡スチロールが溶解します。
⑦火気厳禁・発火注意・保護具着用・換気注意・保管注意、
　各製品の詳細は技術資料（ＴＳＤＳ）、安全データシート（ＳＤＳ）を参照してください。
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製品の種類と荷姿

使用上の注意事項


